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（
質
問
の 

一
） 

答

弁

第

一

号 

   

衆
議
院
議
員
楢
崎
弥
之
助
君
提
出
米
国
海
軍
所
属
戦
艦
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
の
日
本
寄
港
と
非
核
三
原
則
に
関

す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。

内
閣
衆
質
九
九
第
一
号 

昭
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十
八
年
八
月
十
二
日 

衆

議

院

議

長 
福  
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一 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

中 

曽 

根 

康 

弘 

一 

 



 

三 

 
衆
議
院
議
員
楢
崎
弥
之
助
君
提
出
米
国
海
軍
所
属
戦
艦
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
の
日
本
寄
港
と
非
核 

三
原
則
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
か
ら
三
ま
で
に
つ
い
て 

フ
ァ
ラ
ン
ク
ス
は
各
種
資
料
に
よ
れ
ば
、
お
お
む
ね
御
指
摘
の
よ
う
な
兵
器
で
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。
劣

化
ウ
ラ
ン
に
つ
い
て
の
御
指
摘
は
必
ず
し
も
正
確
で
は
な
い
点
を
含
ん
で
い
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
劣
化
ウ

ラ
ン
弾
は
、
基
本
的
に
は
高
い
貫
徹
力
を
確
保
す
る
た
め
に
比
重
の
大
き
い
劣
化
ウ
ラ
ン
を
利
用
し
た
砲
弾
で

あ
り
、
原
子
核
の
分
裂
又
は
核
融
合
反
応
よ
り
生
ず
る
放
射
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
破
壊
力
又
は
殺
傷
力
と
し
て
使
用

す
る
砲
弾
で
は
な
い
。 

米
国
議
会
に
お
い
て
は
、
劣
化
ウ
ラ
ン
弾
が
核
兵
器
に
含
ま
れ
る
か
否
か
と
い
う
観
点
か
ら
で
は
な
く
、
主

と
し
て
、
劣
化
ウ
ラ
ン
弾
を
装
備
し
た
場
合
、
劣
化
ウ
ラ
ン
に
よ
る
低
水
準
放
射
線
が
こ
れ
を
取
り
扱
う
者
の 



従
来
か
ら
政
府
が
一
貫
し
て
述
べ
て
い
る
と
お
り
、
核
兵
器
と
は
、
原
子
核
の
分
裂
又
は
核
融
合
反
応
よ
り

生
ず
る
放
射
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
破
壊
力
又
は
殺
傷
力
と
し
て
使
用
す
る
兵
器
を
い
い
、
劣
化
ウ
ラ
ン
弾
は
、
核
兵

器
に
は
該
当
し
な
い
。
海
上
自
衛
隊
が
劣
化
ウ
ラ
ン
弾
を
使
用
し
て
い
な
い
の
は
、
非
核
三
原
則
に
抵
触
す
る

お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。 

身
体
に
対
し
て
影
響
を
及
ぼ
す
の
で
は
な
い
か
な
ど
の
観
点
か
ら
論
議
さ
れ
た
経
緯
が
あ
る
と
承
知
し
て
い 

る
。
し
か
し
、
昭
和
五
十
三
年
に
米
国
海
軍
省
は
議
会
に
対
し
て
劣
化
ウ
ラ
ン
の
安
全
性
に
関
す
る
説
明
を
行

い
、
米
国
議
会
も
こ
れ
を
了
承
し
、
劣
化
ウ
ラ
ン
弾
の
危
険
性
に
関
す
る
論
議
は
基
本
的
に
決
着
を
み
た
と
承

知
し
て
い
る
。 

な
お
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
が
仮
に
我
が
国
に
寄
港
す
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
政
府
と
し
て
は
、
日
米
安
保

条
約
及
び
そ
の
関
連
取
極
を
踏
ま
え
て
対
処
す
る
所
存
で
あ
る
。 

右
答
弁
す
る
。 
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